
イエス・キリスト
愛のすべて





イエス・キリストとは

・紀元前1世紀現在のパレスチナに生まれる

・自らを「神の子」と称し、それまでのユ
ダヤ教を新しく解釈した教えを述べ伝える

・ユダヤ教の指導者層の反発にあい、十字
架形に処せられる

・4世紀にローマ帝国でキリスト教が国教化
されて以降西洋文明の基盤となる

・クリスマスはイエスの誕生日

・イースターはイエスの復活記念日



聖書とは
【旧約聖書】紀元前４世紀までに書か
れたユダヤ教の経典。「創世記」「出
エジプト記」などイスラエルと神との
関係を書いた歴史/預言書/詩などから
構成されている。

【新約聖書】イエスキリストの誕生か
ら復活までを記した「マタイ/マルコ/
ルカによる福音書」とそれ以降、弟子
たちが各教会に宛てて書いた書簡集
（「ローマ信徒への手紙」など）、こ
の世の終わりについて記した「黙示
録」などから成る。

キリスト教は「旧約」「新約」合わせ
て聖書として扱う。

'あなたがたに新しい掟を与える。互いに愛し合いなさい。
わたしがあなたがたを愛したように、
あなたがたも互いに愛し合いなさい。 ’
（ヨハネによる福音書 13:34）



イエスがしたこと①

【癒し】

'イエスはまた会堂にお入りになった。そこに片手の萎えた人がいた。 人々はイエスを訴え
ようと思って、安息日にこの人の病気をいやされるかどうか、注目していた。 イエスは手
の萎えた人に、「真ん中に立ちなさい」と言われた。 そして人々にこう言われた。「安息
日に律法で許されているのは、善を行うことか、悪を行うことか。命を救うことか、殺す
ことか。」彼らは黙っていた。 そこで、イエスは怒って人々を見回し、彼らのかたくなな
心を悲しみながら、その人に、「手を伸ばしなさい」と言われた。伸ばすと、手は元どお
りになった。 ’（マルコによる福音書3:1-5）



イエスがしたこと②

【蘇り】

'イエスは、「もし信じるなら、神の栄光が見られると、言っておいたではないか」と言わ
れた。 人々が石を取りのけると、イエスは天を仰いで言われた。「父よ、わたしの願いを
聞き入れてくださって感謝します。 わたしの願いをいつも聞いてくださることを、わたし
は知っています。しかし、わたしがこう言うのは、周りにいる群衆のためです。あなたが
わたしをお遣わしになったことを、彼らに信じさせるためです。」 こう言ってから、「ラ
ザロ、出て来なさい」と大声で叫ばれた。 すると、死んでいた人が、手と足を布で巻かれ
たまま出て来た。顔は覆いで包まれていた。イエスは人々に、「ほどいてやって、行かせ
なさい」と言われた。 ’
（ヨハネによる福音書 11:40-44）



イエスがしたこと③

【食事】

'イエスはエリコに入り、町を通っておられた。 そこにザアカイという人がいた。この人は徴税人の頭で、
金持ちであった。 イエスがどんな人か見ようとしたが、背が低かったので、群衆に遮られて見ることがで
きなかった。 それで、イエスを見るために、走って先回りし、いちじく桑の木に登った。そこを通り過ぎ
ようとしておられたからである。 イエスはその場所に来ると、上を見上げて言われた。「ザアカイ、急い
で降りて来なさい。今日は、ぜひあなたの家に泊まりたい。」 ザアカイは急いで降りて来て、喜んでイエ
スを迎えた。 これを見た人たちは皆つぶやいた。「あの人は罪深い男のところに行って宿をとった。」 し
かし、ザアカイは立ち上がって、主に言った。「主よ、わたしは財産の半分を貧しい人々に施します。ま
た、だれかから何かだまし取っていたら、それを四倍にして返します。」 イエスは言われた。「今日、救
いがこの家を訪れた。この人もアブラハムの子なのだから。 人の子は、失われたものを捜して救うために
来たのである。」 ’

（ルカによる福音書 19:1-10）



イエスがしたこと③

【食事】

'イエスがレビの家で食事の席に着いておられたときのことである。多くの徴税人や罪人も
イエスや弟子たちと同席していた。実に大勢の人がいて、イエスに従っていたのである。

ファリサイ派の律法学者は、イエスが罪人や徴税人と一緒に食事をされるのを見て、弟子
たちに、「どうして彼は徴税人や罪人と一緒に食事をするのか」と言った。イエスはこれ
を聞いて言われた。「医者を必要とするのは、丈夫な人ではなく病人である。わたしが来
たのは、正しい人を招くためではなく、罪人を招くためである。」 ’

（マルコによる福音書 2:15-17）



イエスがしたこと④

【家族】

'そこで、ある人がイエスに、「御覧なさい。母上と御兄弟たちが、お
話ししたいと外に立っておられます」と言った。 しかし、イエスはそ
の人にお答えになった。「わたしの母とはだれか。わたしの兄弟とは
だれか。」 そして、弟子たちの方を指して言われた。「見なさい。こ
こにわたしの母、わたしの兄弟がいる。 だれでも、わたしの天の父の
御心を行う人が、わたしの兄弟、姉妹、また母である。」’

（マタイによる福音書 12:47-50）



イエスがしたこと⑤

【赦し】

'そこへ、律法学者たちやファリサイ派の人々が、姦通の現場で捕らえられた女を連れて来て、真ん
中に立たせ、 イエスに言った。「先生、この女は姦通をしているときに捕まりました。 こういう女
は石で打ち殺せと、モーセは律法の中で命じています。ところで、あなたはどうお考えになります
か。」 イエスを試して、訴える口実を得るために、こう言ったのである。イエスはかがみ込み、指
で地面に何か書き始められた。 しかし、彼らがしつこく問い続けるので、イエスは身を起こして言
われた。「あなたたちの中で罪を犯したことのない者が、まず、この女に石を投げなさい。」 そし
てまた、身をかがめて地面に書き続けられた。 これを聞いた者は、年長者から始まって、一人また
一人と、立ち去ってしまい、イエスひとりと、真ん中にいた女が残った。 イエスは、身を起こして
言われた。「婦人よ、あの人たちはどこにいるのか。だれもあなたを罪に定めなかったのか。」 女
が、「主よ、だれも」と言うと、イエスは言われた。「わたしもあなたを罪に定めない。行きなさ
い。これからは、もう罪を犯してはならない。」〕 ’

（ヨハネによる福音書 8:3-11）



イエスがしたこと⑥

【贖い】

'そして、ペトロ、ヤコブ、ヨハネを伴われたが、イエスはひどく恐れても
だえ始め、 彼らに言われた。「わたしは死ぬばかりに悲しい。ここを離れ
ず、目を覚ましていなさい。」 少し進んで行って地面にひれ伏し、できる
ことなら、この苦しみの時が自分から過ぎ去るようにと祈り、 こう言われ
た。「アッバ、父よ、あなたは何でもおできになります。この杯をわたし
から取りのけてください。しかし、わたしが願うことではなく、御心に適
うことが行われますように。」 ’

（マルコによる福音書 14:33-36）



イエスがしたこと⑥

【贖い】

'さて、昼の十二時に、全地は暗くなり、それが三時まで続いた。 三時ごろ、イエスは大声
で叫ばれた。「エリ、エリ、レマ、サバクタニ。」これは、「わが神、わが神、なぜわた
しをお見捨てになったのですか」という意味である。 そこに居合わせた人々のうちには、
これを聞いて、「この人はエリヤを呼んでいる」と言う者もいた。 そのうちの一人が、す
ぐに走り寄り、海綿を取って酸いぶどう酒を含ませ、葦の棒に付けて、イエスに飲ませよ
うとした。 ほかの人々は、「待て、エリヤが彼を救いに来るかどうか、見ていよう」と言
った。 しかし、イエスは再び大声で叫び、息を引き取られた。 ’

（マタイによる福音書 27:45-50）



イエスがしたこと⑦

【復活】

'その日、すなわち週の初めの日の夕方、弟子たちはユダヤ人を恐れて、自
分たちのいる家の戸に鍵をかけていた。そこへ、イエスが来て真ん中に立
ち、「あなたがたに平和があるように」と言われた。 そう言って、手とわ
き腹とをお見せになった。弟子たちは、主を見て喜んだ。 イエスは重ねて
言われた。「あなたがたに平和があるように。父がわたしをお遣わしにな
ったように、わたしもあなたがたを遣わす。」 ’

（ヨハネによる福音書 20:19-21）



イエスがしたこと⑧

【派遣】

'人々はこれを聞いて激しく怒り、ステファノに向かって歯ぎしりした。 ステファノは聖霊
に満たされ、天を見つめ、神の栄光と神の右に立っておられるイエスとを見て、 「天が開
いて、人の子が神の右に立っておられるのが見える」と言った。 人々は大声で叫びながら
耳を手でふさぎ、ステファノ目がけて一斉に襲いかかり、 都の外に引きずり出して石を投
げ始めた。証人たちは、自分の着ている物をサウロという若者の足もとに置いた。 人々が
石を投げつけている間、ステファノは主に呼びかけて、「主イエスよ、わたしの霊をお受
けください」と言った。 それから、ひざまずいて、「主よ、この罪を彼らに負わせないで
ください」と大声で叫んだ。ステファノはこう言って、眠りについた。’

（使徒言行録 7:54-60）



イエスのその後

• C・S・ルイス（C.S. Lewis 1898-1963 英国の作家）

「クリスチャンであるとは、赦しがたい人々を赦すこと
である。神があなたの中にある、赦しがたいものを赦し
てくださったからである。」

• マザーテレサ（1910-1997 インドの修道女）

「この世で最大の不幸は、貧しさや病気ではありません
。誰からも必要とされず、誰からも愛されていないとい
う見捨てられた感覚なのです。」

• 星野富弘（1946-2024 日本人画家）

「いのちが一番大切だと思っていたころ、生きるのが苦
しかった。いのちより大切なものがあると知った日、生
きているのが嬉しかった」



‘神は愛です。’

（ヨハネの手紙一 4:8）
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